
　工
期
延
長
に
伴
い
工
事
費
は
増
大
し
、

県
負
担
額
も
大
き
く
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

長
崎
知
事
が
就
任
以
降
、
こ
の
負
担
額
を

削
減
す
る
た
め
国
に
要
望
を
重
ね
た
結
果
、

地
方
交
付
税
措
置
の
大
幅
拡
充
が
認
め
ら

れ
、
約
1
6
4
億
円
の
県
負
担
額
は
約
1

億
円
に
ま
で
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　山
梨
〜
静
岡
間
の
着
工
か
ら
24
年
。
令

和
3
年
8
月
に
下
部
温
泉
早
川
I
C
〜
南

部
I
C
が
開
通
し
、
長
年
待
ち
望
ん
で
い

た
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　全
線
開
通
に
至
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
増
穂
以
南
の

着
工
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た
当
時
、
県

は
、国
と
費
用
を
負
担
し
て
整
備
す
る
「
新

直
轄
方
式
」
を
要
望
し
ま
し
た
。
整
備
の

実
現
と
引
き
換
え
に
費
用
負
担
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
国

が
同
方
式
に
よ
る
整
備
を
決
定
し
た
こ
と

で
、
増
穂
以
南
の
区
間
は
完
成
に
向
け
て

大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
六
郷
I
C
〜
富
沢
I
C
間
は

ト
ン
ネ
ル
部
分
が
多
く
、
地
盤
が
軟
弱
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
工
事
は
難
航
し
、
全

線
開
通
時
期
が
3
回
に
わ
た
り
延
期
さ
れ

ま
し
た
。

峡南地域の町や道の駅とともに立ち上げた協議会で
地域活性化に取り組んでいる

山梨・静岡両県の関係者が開通を祝った

上空から見た南部IC（左上）増穂PAと直結する道の駅富士川（右上）
南部町役場と近くを通る中部横断自動車道（左下）「バイ・ふじのくに」キャンペーンとして静岡伊勢丹で南アルプス市産サクランボを販売（右下）

出所：DS.INSIGHT（ヤフーデータソリューションの行動ビッグデータ）峡南地域内の主要観光地が立地する
　　　メッシュを対象に来訪者（ビッグデータのサンプル数）を集計

　　全
線
開
通
か
ら
1
年
。
沿
線
の
周
辺
で

は
、
企
業
の
新
た
な
進
出
や
事
業
拡
大
な
ど

が
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
雇
用
創
出
や
地
価

上
昇
な
ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
に
よ
る
と
、

県
外
か
ら
峡
南
地
域
の
主
要
観
光
地
へ
の

来
訪
者
数
は
、
静
岡
県
と
東
京
都
、
神
奈

川
県
の
い
ず
れ
も
60
%
以
上
増
と
大
き
く

伸
び
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　中
部
横
断
自
動
車
道
を
利
用
し
た
方
に

県
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
移
動

時
間
の
短
縮
や
快
適
な
走
行
な
ど
の
点
で
、

多
く
の
方
が
開
通
の
効
果
を
実
感
し
て
お

り
、
遠
方
へ
の
出
か
け
や
す
さ
や
滞
在
時

間
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　県
で
は
全
線
開
通
の
効
果
を
一
過
性
の

も
の
と
し
な
い
よ
う
、
沿
線
の
町
や
関
係

者
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

着
工
か
ら
24
年
、待
望
の
開
通

開
通
か
ら
1
年
で

企
業
立
地
と
来
訪
者
が
大
幅
増

　山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
か
ら
1
年
。沿
線
の
峡
南
地
域
で
は
県
外
か
ら
の
来
訪

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、沿
線
の
周
辺
で
は
企
業
の
立
地
や
事
業
拡
大
な
ど

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　県
で
は
、隣
接
県
と
南
北
方
向
の
大
動
脈
が
つ
な
が
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
、本
県
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●祝  

全
線
開
通
１
周
年

中
部
横
断
自
動
車
道 

山
梨
〜
静
岡
間

93%

移動時間の短縮

大いに感じる
78%

やや感じる
15%

普通2%
あまり感じない1%
全く感じない4%

89%

快適な走行

大いに感じる
70%

やや感じる
19%

普通6%

あまり感じない1%
全く感じない4%

87%

遠方への出かけやすさ

大いに感じる
71%

やや感じる
16%

普通6%
あまり感じない2%
全く感じない4%

81%

滞在時間の増加

大いに感じる
62%

やや感じる
19%

普通12%

あまり感じない2%
全く感じない5%

沿線周辺への企業立地峡南地域への居住地別来訪者数

利用者アンケート

洗口液工場
化粧品工場
倉庫型量販店
物流センター
物流センター
合板工場
除菌水生成工場
物流センター

令和3年操業開始
令和6年操業開始予定
令和6年操業開始予定
令和2年操業開始
令和4年操業開始予定
令和元年操業開始
令和2年操業開始
令和3年操業開始

所在地
南アルプス市
南アルプス市
南アルプス市
中央市
中央市
身延町
身延町
南部町

業種等 開設時期

0

500

1000

1500

2000

2500

来
訪
者
数（
人
／
日
）

静岡県 東京都 神奈川県

1,020

1,530
1,650

410
560

660

380 460
620

■開通前：令和3年8月の休日平均
■開通後：令和3年10月の休日平均
■開通後：令和4年8月の休日平均

62%増

61%増 63%増

道の駅富士川、道の駅みのぶ、道の駅なんぶ、道の駅とみざわ及び久遠寺にて実施した県のアンケート調査（令和3年10月17日）

N＝264人 N＝263人 N＝265人 N＝267人

中部横断
自動車道
山梨～静岡
（約74.3㎞）

長坂JCT（仮称）

白根IC

増穂IC

六郷IC

中富IC

南部IC

富沢IC

身延山IC

南アルプスIC

新清水JCT

下部温泉早川IC

双葉JCT

清水JCT清水IC

新清水IC

甲府昭和IC

身延町

市川三郷町

無
料
通
行
区
間

富士川町

北杜市

南アルプス市

韮崎市

中央市

甲斐市

南部町

早川町

静
岡
県

長野県

山梨県

中央自動車道

東名高速道路

新東名高速道路

至 名古屋

至 東京

至 東京

至 長野

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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の
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　中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
富
士
山
を
中
心
と

す
る
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

中
部
横
断
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
、

東
富
士
五
湖
道
路
、
東
名
高
速
道
路
が
つ

な
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
が
山
梨
を

訪
れ
県
内
各
地
を
巡
り
や
す
く
な
る
こ
と

か
ら
、
観
光
消
費
な
ど
県
内
経
済
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
無
料
区
間
が

あ
る
峡
南
地
域
は
旅
の
途
中
で
も
立
ち
寄

り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
他
の
地
域
へ
足
を

伸
ば
す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
広
域

迂
回
路
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
過

去
に
は
自
然
災
害
に
よ
り
県
外
と
の
交
通

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

隣
県
と
結
ば
れ
る
路
線
を
複
数
確
保
す
る

こ
と
で
、
1
つ
の
路
線
が
通
行
で
き
な
く

な
っ
て
も
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
こ
と
が

で
き
、
交
通
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　静
岡
県
と
高
速
道
路
で
直
結
し
た
こ
と

で
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
ま
で
の

所
要
時
間
が
短
く
な
り
、
国
内
外
と
の
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
山

梨
県
は
「
甲
斐
国
」
か
ら
海
と
空
に
開
か

　中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
で
、
人
の
流
れ
が
生
ま
れ

て
町
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。「
道
の
駅
な
ん
ぶ
」
は
、
静

岡
の
み
な
ら
ず
中
京
圏
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
え
盛
況
で
す
。

　こ
れ
ま
で
開
通
を
視
野
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ

と
が
実
を
結
び
、
す
で
に
企
業
誘
致
が
実
現
し
、
雇
用
の

創
出
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
静
岡
か
ら
の
移
住
促
進
を
図
り
ま
す
。
交
通
の

利
便
性
が
向
上
し
た
の
で
、
静
岡
の
広
範
囲
が
通
勤
圏
と

な
り
ま
し
た
。
南
部
町
は
土
地
が
安
く
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
診
療
所
は
2
カ
所
あ
り
、
万
が
一
の
際
に
は

県
立
中
央
病
院
で
も
静
岡
県
立
総
合
病
院
で
も
1
時
間

以
内
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
本
町

の
優
位
性
や
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
子
育
て
・
教

育
施
策
な
ど
を
現
役
世
代
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　今
年
6
月
に
完
成
し
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
多
目
的
広
場

は
、
富
沢
I
C
か
ら
近
く
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
の
で
、

静
岡
県
の
方
も
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
美
し
い
自
然
環
境
と
南
部
氏
発
祥
の
歴

史
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
発
信
し
、
お
年

寄
り
も
若
い
人
も
み
ん
な
が
活
気
に
満
ち
た
持
続
可
能
な

町
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国土交通省に長坂～八千穂間早期整備の
要望書を提出する長崎知事（令和4年7月）

れ
た
「
開
の
国
」
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
の

で
す
。
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
化
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は

今
後
大
き
く
表
わ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　静
岡
県
と
は
、
開
通
を
契
機
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
山
梨
・

静
岡
そ
れ
ぞ
れ
の
旬
の
農
畜
水
産
物
を
互

い
に
購
入
す
る
取
り
組
み
「
バ
イ
・
ふ
じ

の
く
に
」
や
、
生
産
額
全
国
首
位
で
あ
る

静
岡
県
の
医
療
機
器
産
業
と
本
県
の
機
械

電
子
産
業
を
結
び
医
療
機
器
産
業
の
一
大

集
積
地
に
成
長
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
の
取
り
組

み
の
ほ
か
、
水
素
・
燃
料
電
池
分
野
で
も

連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　中
部
横
断
自
動
車
道
は
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
長
坂
〜

八
千
穂
間
が
整
備
さ
れ
る
と
、
長
野
県
と

の
新
た
な
ル
ー
ト
が
開
け
、
さ
ら
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
で

は
、
国
に
対
し
て
早
期
に
整
備
す
る
よ
う

強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

〈次世代エネルギー拠点〉
清水港

〈医療機器の集積地〉
ファルマバレー

【問い合わせ先】 高速道路推進課  TEL 055-223-1690  FAX 055-223-1693

南部町 町長

佐野  和広 さん

峡南地域の未来を開く
活気に満ちた町づくり
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　道
の
駅
富
士
川
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
増
穂
P
A

（
下
り
）
と
直
結
し
て
お
り
、
昨
年
8
月
に
静
岡
ま
で
開

通
し
て
以
来
、
静
岡
県
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
開
通
後
の
昨
年
9
月
か
ら

富
士
川
本
線
料
金
所
の
交
通
量
は
平
均
で
約
1
・
5
倍

に
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
静
岡
方
面
か
ら
い
く
つ
も
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
て
パ
ッ
と
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
山
梨
の
南
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
い
か
に
お
客
さ
ま
に
魅
力
を
発

信
し
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　ご
好
評
い
た
だ
い
て
き
た
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
自

慢
の
果
物
や
地
域
で
育
て
ら
れ
た
旬
の
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
、新
鮮
な
農
産
物
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
富
士
川
町
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、棚
田
米
や
卵
、

ゆ
ず
を
使
い
、
そ
の
場
で
焼
き
上
げ
た
米
粉
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
も
4
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ

を
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
を
観
光
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
今
後
も
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
よ

り
一
層
山
梨
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道の駅富士川 代表取締役社長

居村  一彦 さん

山梨の玄関口として
地域の多彩な魅力を発信
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　中
部
横
断
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
配
送
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
、
弊
社
の
み
な
ら
ず
県
内
全
体
で
物
流

関
係
の
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　特
に
万
が
一
の
流
通
停
滞
に
備
え
た
、
在
庫
型
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
求
め
る
企
業
が
増
え
、
倉
庫
の
需
要
が
今

ま
で
以
上
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　山
梨
は
首
都
圏
に
近
く
、
広
い
用
地
が
あ
り
、
道
路
の

整
備
に
よ
っ
て
近
隣
都
県
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　輸
出
入
の
面
で
は
、
清
水
港
や
名
古
屋
港
へ
短
時
間
で

移
動
で
き
、
将
来
長
坂
以
北
が
開
通
す
れ
ば
新
潟
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
上
が
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
山
梨

が
物
流
の
ハ
ブ
県
と
な
り
大
き
く
発
展
し
て
い
く
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　弊
社
で
は
、
防
災
機
能
を
併
せ
持
っ
た
物
流
拠
点
「
山

梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
」
が
稼
働
し
ま
す
。
物
流
の
強
靱
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
物
の
流
れ
を
整
え
れ
ば
企
業
が
集
ま
り
、
雇
用

が
生
ま
れ
人
が
集
ま
る
。
企
業
や
人
が
集
ま
れ
ば
物
流
が

さ
ら
に
増
え
る
。
道
路
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

富岳通運株式会社 総務課課長

小原  春人 さん

山梨の発展につながる
物流の一大拠点を目指す
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広
域
道
路
網
が
拡
大

う   

か
い

「
甲
斐
国
」か
ら「
開
の
国
」へ

か
い
の
く
に

か
い

き
ょ
う
じ
ん

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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　中
部
横
断
自
動
車
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
富
士
山
を
中
心
と

す
る
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

中
部
横
断
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
、

東
富
士
五
湖
道
路
、
東
名
高
速
道
路
が
つ

な
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
が
山
梨
を

訪
れ
県
内
各
地
を
巡
り
や
す
く
な
る
こ
と

か
ら
、
観
光
消
費
な
ど
県
内
経
済
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
無
料
区
間
が

あ
る
峡
南
地
域
は
旅
の
途
中
で
も
立
ち
寄

り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
他
の
地
域
へ
足
を

伸
ば
す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
中
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横
断
自
動
車
道
に
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広
域

迂
回
路
と
し
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の
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も
あ
り
ま
す
。
過
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然
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県
外
と
の
交
通
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寸
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さ
れ
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が
、

隣
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結
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れ
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複
数
確
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す
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な
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迂
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が

で
き
、
交
通
が
途
絶
え
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リ
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を
減
ら
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に
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な
が
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ま
す
。
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岡
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も
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
て
パ
ッ
と
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
山
梨
の
南
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
い
か
に
お
客
さ
ま
に
魅
力
を
発

信
し
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　ご
好
評
い
た
だ
い
て
き
た
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
自

慢
の
果
物
や
地
域
で
育
て
ら
れ
た
旬
の
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
、新
鮮
な
農
産
物
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
富
士
川
町
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、棚
田
米
や
卵
、

ゆ
ず
を
使
い
、
そ
の
場
で
焼
き
上
げ
た
米
粉
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
も
4
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ

を
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
を
観
光
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
富
士
川
は
、
今
後
も
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
よ

り
一
層
山
梨
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道の駅富士川 代表取締役社長

居村  一彦 さん

山梨の玄関口として
地域の多彩な魅力を発信
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　中
部
横
断
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
配
送
の

迅
速
化
が
図
ら
れ
、
弊
社
の
み
な
ら
ず
県
内
全
体
で
物
流

関
係
の
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　特
に
万
が
一
の
流
通
停
滞
に
備
え
た
、
在
庫
型
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
求
め
る
企
業
が
増
え
、
倉
庫
の
需
要
が
今

ま
で
以
上
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　山
梨
は
首
都
圏
に
近
く
、
広
い
用
地
が
あ
り
、
道
路
の

整
備
に
よ
っ
て
近
隣
都
県
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　輸
出
入
の
面
で
は
、
清
水
港
や
名
古
屋
港
へ
短
時
間
で

移
動
で
き
、
将
来
長
坂
以
北
が
開
通
す
れ
ば
新
潟
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
上
が
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
山
梨

が
物
流
の
ハ
ブ
県
と
な
り
大
き
く
発
展
し
て
い
く
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　弊
社
で
は
、
防
災
機
能
を
併
せ
持
っ
た
物
流
拠
点
「
山

梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
」
が
稼
働
し
ま
す
。
物
流
の
強
靱
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
物
の
流
れ
を
整
え
れ
ば
企
業
が
集
ま
り
、
雇
用

が
生
ま
れ
人
が
集
ま
る
。
企
業
や
人
が
集
ま
れ
ば
物
流
が

さ
ら
に
増
え
る
。
道
路
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

富岳通運株式会社 総務課課長

小原  春人 さん

山梨の発展につながる
物流の一大拠点を目指す
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東京都

静岡県

長野県

神奈川県

新東
名高
速道
路

②
東
富
士
五
湖
道
路

①中央自動車道

①中央自動車道

富士山静岡空港

東名
高速
道路

③
中
部
横
断
自
動
車
道

③
中
部
横
断
自
動
車
道

医療機器分野
水素・燃料電池分野

富士山を中心とする
周遊ルート

海と空に開かれた
「開の国」へ

隣県と結ばれる高速道路
①中央自動車道
②東富士五湖道路
③中部横断自動車道

周遊ルートへ

周
遊
ル
ート
へ

周遊ルートへ

周遊ルートへ

周遊
ルー
トへ

連携 連携
連携

広
域
道
路
網
が
拡
大

う   

か
い

「
甲
斐
国
」か
ら「
開
の
国
」へ

か
い
の
く
に

か
い

き
ょ
う
じ
ん

祝・全線開通１周年 中部横断自動車道 山梨～静岡間
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